
①  山里
やまざと

口
ぐち

 

天守
てんしゅ

やや本丸
ほんまる

や 風
かぜ

や 強
つよ

や、きびしし 自然
しぜん

環 境
かんびょう

や 

ったので豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

や 上山里
かみやまざと

丸
まる

やで日 常
にちじょう

生活
せ かつ

や 

送
お、

りました。 

山里
やまざと

口
ぐち

 山里
やまざと

丸
まる

の入口
 りぐち

です。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

名護屋城
な ご や じ ょ う

博物館
 、ぶつかん

 

ワークシート 

こたえ 

ボク 2階
か 

展示室
てんじしつ

に る 

☆「犬形土
 ぬ たど

製品
せ ひん

」☆ 

いっしょに 

こたえあわせしよう！ 

③ 伊達
 て

政宗
まさむね

 

３畳 

安宅
あたけ

船
ぶね

 

１５９２年 

 

朝 鮮
ちょうせん

通信使
つうしんし

 

問１ 

問２ 

問３ 

問４ 

問５ 

問６ 

博多
 かた

やの商 人
しょうにん

やき神谷宗湛
かみやそうたん

やの日記
にっび

やによると 黄金
おうごん

やの茶室
ちゃしつ

やは き三 畳
さんじょう

やで

柱
 しら

やや壁
かべ

やき障子
しょうじ

やの骨
ほね

や 板
 た

やすすべて金
びん

やき障子
しょうじ

やに 赤
あか

や 絹
びぬ

や 張
 

やら き

畳
たたみ

の 表
おすて

 猩 々
しょうじょう

緋
ひ

（鮮
あざ

やかな赤
あか

） ったと伝
つた

わって ます。 

徳川
と、 わ

家康
 えやす

やや 前田
まえ 

利家
とし え

やき 真田
さな 

昌幸
まさゆび

やな ど 全国
ぜんこ、

やの

大 名
  みょう

や 名護屋
な ご や

やに集
あつ

やまりました。現在
げんざ 

確認
か、にん

やさ て

 る陣
じん

跡
あと

の数 １５０ 超
こ

えて ます    

天下
てんか

統一
とう つ

 果
 

たした豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

  

大陸
た り、

への出発点
しゅっぱつてん

として名護屋
な ご や

城
じょう

 築
びず

びました。 

 文
ぶん

禄
ろ、

 慶 長
け ちょう

の役
えび

は きおよそ７年におよしました。 

安宅
あたけ

船
ぶね

や き当時
と う じ

最
すっと

やす高
たか

や 防
ぼう

御
ぎょ

力
りょ、

や 

持
す

った大型
おお た

軍船
ぐんせん

です。 

 肥前
ひぜん

名護屋
な ご や

城図
じょうず

屏風
しょうぶ

やは（佐賀県
さ  け ん

重 要
じゅうよう

文化
ぶんか

財
ざ 

や ）に描
え 

か て ます              

１２回き日本へ来た 通信使
つうしんし

やはと き朝 鮮
ちょうせん

国王
こ、おう

や 

国書
こ、しょ

やや進物
しんすつ

や すたせて将 軍
しょうぐん

やのすとに派遣
 けん

やした

使節団
しせつ ん

です。 



 

みんな！よくがんばったね☆名護屋城に来てくれてありがとう   

名護屋城は、当
とう

時
じ

の最
さい

先
せん

端
たん

の技
ぎ

術
じゅつ

を使
つか

って約６ヵ月で築
きず

かれたお城でした    

日本のお城の発展
はってん

を調
しら

べる上
うえ

でも貴重
きちょう

な遺跡
いせき

であることから、特別
とくべつ

史跡
しせき

（最
もっと

も重要
じゅうよう

な国
くに

の史跡
しせき

）に指定
してい

されているよ！これからも調査
ちょうさ

と整備
せいび

を続
つづ

けていきます！！ 

 

③  鏡
かがみ

神社
じんじゃ

 

② 安土
あづち

桃山
ももやま

時代
じだい

 

名護屋城の 水手
みずのて

曲
くる

輪
わ

かか ら 出土
しゅつど

かし た

「犬形
いぬがた

土
ど

製品
せいひん

か。大 坂城でもたくさんみ

つかっています大 

 

 

 

  

   

  

 

 

 

   

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

  

 

 

  

 

   

 

 

  

 

   

  

 

 

 

 

 

  

 

  

問７ 

問８ 

問９ 

問１０ 

問１１ 

問１２ 

③ 桐
きり

文 飾
もんかざり

瓦
かわら

 

③ かやぶき 

② トイレ 

② 豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

 

「木下
きのした

延俊陣
のぶとしじん

跡
あと

。は平成４年４月２１日に 

特別
とくべつ

史跡
しせき

に追加
ついか

指定
してい

されました    

「かや。とよばれるススキやヨシなどの植 物
しょくぶつ

かで屋根
や ね

かを

作
つく

っていました大 

※この復元
ふくげん

では藁
わら

ぶきで作
つく

られています大 

秀
ひで

吉
よし

は通算
つうさん

で約
やく

１年
ねん

、名
な

護
ご

屋
や

城
じょう

に滞
たい

在
ざい

しました大 

名護屋城跡から出土
しゅつど

しました大 

瓦
かわら

かに金箔
きんぱく

かを貼
は

かるときには、赤
あか

漆
うるし

かを接 着剤
せっちゃくざい

かとして

使
つか

っていました大 

「 楊
よう

柳
りゅう

観音像
かんのんぞう

か。は、14世紀
せいき

かの 初
はじ

かにに

制作
せいさく

かされました大楊
よう

柳
りゅう

か（ナギ））をさした

水 瓶
すいびょう

が描
えが

かれています大 


